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先月号ではジャージーやブラウンスイスが北海
道で増加していることを話題にしました。また、乳
量や乳成分量はホルスタイン、ブラウンスイスそし
てジャージーの順に高く、 ３品種ともに泌乳量が
年々上昇していることも明らかになりました。ま
た、ジャージーの乳成分率は他の ２品種を大きく
引き離して高いこともはっきりしました。今回は ３
品種における遺伝的能力の変化を比較しながら、
ジャージーやブラウンスイスの改良状況を調査し、
さらに近交係数の上昇傾向から集団の交配状況に
ついてもお話します。

改良が進んでいない
ジャージーとブラウンスイス

北海道で飼養されている乳牛の遺伝的能力につ
いてはホルスタイン以外、あまり良くわかっていな
いのが現状です。ジャージーについては（独）家畜
改良センターにおいて種雄牛を選抜していた時期
がありましたが、現在は泌乳能力の育種価が公表
されているだけです。ブラウンスイスは今まで日本
で育種価が公表されたことがないので、酪農関係
者は泌乳能力の改良状況についてほとんど知らさ
れていません。北海道で飼養されているジャー

ジーとブラウンスイスは、主に輸入精液の他にジェ
ネティクス北海道に繋養されている数頭の種雄牛
から供給される精液によって維持されているのが
現状です。

今回の調査では北海道の牛群検定記録を使用
し、ホルスタイン、ジャージーおよびブラウンスイ
スを同時に遺伝評価する手法により泌乳能力を比
較しました。図 １にはこれら ３品種の各集団におけ
る乳量、体細胞スコア（SCS）および乳成分量（率）
の遺伝的トレンドを示しました。各形質の遺伝的ト
レンドは1990年生まれのホルスタイン雌牛の平均
育種価をゼロに設定し、この遺伝的レベルを基準
にして ３品種の遺伝的能力を比較できるように図
示しました。また、表 １には1990年から2018年まで
の過去28年間（SCSは2000年から2018年の18年間）
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および最近10年間（2008年から2018年）における
各泌乳形質の年当たり改良量を示しました。
先月号では過去30年間における乳量と乳成分量

の表型的トレンドが ３品種とも上昇していること
を報告しました。それと比較して図 １から最初に気
づくこととして、ホルスタイン（青色の線）の遺伝
的トレンドは表現型と同様に右肩上がりの上昇が
認められる一方、ジャージーとブラウンスイスはほ
とんど改良の形跡が見られないことです。あえて
傾向に言及するならば、
ジャージーとブラウンス
イスの遺伝的トレンドは
乳量において僅かに上
昇、乳成分量では若干低
下しているように見えま
す。

ジャージーの乳成分量
が遺伝的に低下

ホルスタインにおける
泌乳形質の改良量は過
去28年間の全体を通し
乳量、乳脂量、無脂固
形分量（SNF量）およ
び乳タンパク質量で各々
59.9kg/年、2.11kg/年、
5.27kg/年および2.30kg/
年であり、乳成分率は
-0.010％/年（乳脂率）
から0.002％/年（乳タン
パク質率）の範囲でし
た。最近10年間はすべ
ての形質で改良量が上
昇し、望ましい方向に改
良が進んでいます。乳
脂率の改良量は過去28
年間を通して見ると低下

（-0.010％/年）を示しま
したが、最近10年間だ
けを見ると遺伝的レベル
では ３品種で最低です
が、0.007％/年の速度で
上昇に転じています。
ジャージーの改良量

ホルスタイン
ジャージー
ブラウンスイス

図 １．�北海道のホルスタイン、ジャージーおよびブラウンスイス
における泌乳能力の遺伝的トレンド（1990年生まれのホル
スタイン雌牛を基準に2020年までの30年間の変化。体細胞
スコアは2000年から2020年の20年間）

表 １．�北海道のホルスタイン（HOL）、ジャージー（JER）およびブラウンスイス（BSW）に
おける過去28年間（1990-2018年）と最近10年間（2008-2018年）の泌乳形質の年当たり
改良量
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は過去28年間を通じ乳量、乳脂量、SNF量および
乳タンパク質量において各々16.2kg/年、0.13kg/
年、0.76kg/年および0.39kg/年と上昇を示しまし
たが、これはホルスタインと比較するとかなり
ゆっくりとした速度です。一方、最近10年間の改
良量を見ると乳成分量は-0.17kg/年（乳タンパク
質量）から-0.66kg/年（SNF量）の範囲で低下し
ましたが、乳量の改良量は19.6kg/年、同様に乳タ
ンパク質率は0.003％/年および乳脂率とSNF率は
0.006％/年を示し、ホルスタインには及ばないも
のの改良量が上昇しています。

ブラウンスイスはSCSの遺伝的上昇が懸念
ブラウンスイスの改良量は過去28年間の乳量、

乳脂量、SNF量および乳タンパク質量において
各々11.8kg/年、0.10kg/年、0.23kg/年および
0.08kg/年であり、 ３品種の中で最も改良が遅い品
種でした。しかし、最近10年間の改良量は大きく
上昇し、乳量、乳脂量、SNF量および乳タンパク
質量において各々34.4kg/年、0.42kg/年、0.77kg/
年および0.18kg/年を示しました。一方、この10年
間、ジャージーにおける乳成分量の改良量が負の
方向を示しましたが、ブラウンスイスの改良速度
はジャージーの遺伝的レベルを追い抜くまでには
至っていないため、いまだに年次を通してジャー
ジーよりも低い遺伝的レベルを経過しています

（図 １）。
乳成分率の改良量は過去28年間を通して全体的

にはプラスを維持していますが、最近10年間の遺
伝的トレンドだけを見るとSNF率と乳タンパク質
率の改良量がそれぞれ-0.002％/年を示し、僅かな
低下が見られました。また、SCS（体細胞スコア）
の表型的トレンドは先月号で
毎年低下していることを報
告しましたが、遺伝的には
0.011/年の速度で増加してい
ることが判明しました。ブラ
ウンスイスの生乳は乳タンパ
ク質組成の特徴からチーズ
等の加工に適していますが、
乳汁中のSCSが増加すると
チーズ歩留まりが低下する
原因となります。現在は搾
乳管理等でSCSの上昇を抑

制している状況と考えられますが、SCSの遺伝的
な上昇は懸念される現象であり、交配にはSCSの
上昇を抑制できる種雄牛を供用するよう注意が必
要でしょう。

ジャージーとブラウンスイスも
改良の必要性あり

北海道においてジャージーまたはブラウンスイ
スをそれぞれ主体的に飼養する農場は少数であ
り、これら ２品種の両方またはどちらかを飼養する
ほとんどの農場はホルスタインの集団中にそれぞ
れ数頭から十数頭程度を混飼する形態を取ってい
ます。ホルスタインは泌乳能力が急速に改良され
ている品種であり、遺伝的能力を最大に発揮させ
るための高度な飼養技術に基づき日々管理されて
います。ジャージーやブラウンスイスの泌乳能力が
表型的に向上している背景には、遺伝的に高能力
化が進んだホルスタインと同じ飼料が給与され一
緒に飼養されていることが原因ではないかと推察
されます。しかし、遺伝的能力があまり改良されて
いないジャージーやブラウンスイスに対し、潜在的
能力を越える栄養価の高い飼料を多量に給与する
飼い方は、過剰なエネルギーが体組織に蓄積され
て繁殖障害や疾病等を誘発する可能性がありま
す。特にブラウンスイスは過去に乳肉兼用種として
改良されたこともあり、道立根釧農業試験場の研
究成果（2012年）によればホルスタインと同じよう
な飼い方では過肥の兆候が表れたり、発情微弱や
受胎率低下のような繁殖成績の低下が見られたり
するようです。そのため、ホルスタインとの混飼に
よる飼養形態が今後も継続するのであれば、ホル
スタインだけでなくジャージーやブラウンスイス

図 ２．�米国のホルスタイン、ジャージーおよびブラウンスイスにおける乳量、乳脂量�
および乳タンパク質量の遺伝的トレンド
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の泌乳能力も遺伝的に改良を進めてい
く必要があるかもしれません。

ジャージーやブラウンスイスも 
交配相談が可能

参考までに、米国の ３品種における
乳量、乳脂量および乳タンパク質量の
遺伝的トレンドを図 ２に示しました。
遺伝的トレンドは1990年生れの雌牛集
団において ３品種の平均育種価をそれ
ぞれゼロに設定して図示しました。米
国の ３品種において泌乳能力の改良が最も速い品
種はジャージーです。ホルスタインはゲノミック選
抜が最も有効に活用されていることから最近にな
り改良速度が弓なりに上昇し、ジャージーの改良量
を上回る勢いです。ブラウンスイスは ３品種の中で
最も改良スピードが遅い傾向にありますが、北海
道の集団と比較すれば明らかに右肩上がりの改良
が見られます。ジャージーやブラウンスイスの改良
には現状、北米等からの輸入精液に頼らざるを得
ませんが、泌乳能力の改良に役立つ優秀な種雄牛
を選び精液の輸入を心がければ、北海道のジャー
ジーやブラウンスイスもホルスタインと同様に改
良が進むと考えられます。
当組合ではホルスタイン交配相談システムWeb

版をホームページ上で開設していますが、この交
配相談はホルスタインだけでなく、ジャージーやブ
ラウンスイスの交配相談も行なうことができます。
さらに、個々の酪農家が要望する種雄牛の好みや
供用傾向を学習させる人工知能が搭載されている
ので、改良が期待できる供用種雄牛を選定する作
業が非常に楽になりました。交配相談システムの
利用にはIDとパスワードが必要になるので、初め
ての方は当組合にお問い合わせください。

近交係数の上昇には気を付けて
乳牛集団の遺伝的構造を把握する上で近交係数

の上昇速度は重要な指標となります。近交係数の
上昇が速い集団は多様性が急速に失われ、そのた
めに乳牛集団を維持できなくなる場合があります。
北海道のジャージーやブラウンスイス集団はホル
スタインと比較し非常に小さな集団であり、近交係
数の上昇には気を付けなければなりません。
図 ３には北海道と米国における ３品種の各集団

における平均近交係数の推移を示しました。表 ２
には北海道と米国の ３品種における年代別の年当
たり近交係数の変化量を示しました。北海道と米
国の近交係数はどちらも1960年以前に生まれた個
体を基礎世代とし同じ方法で計算しているので、
両者の近交係数を直接比較できます。北海道にお
ける近交係数の変化量は過去30年間全体で見ると
３品種で違いはありませんが、年代ごとに見ると違
いが見えてきます。

ブラウンスイスの近交係数は米国より高い
北海道の ３品種の平均近交係数は2010年代まで

ホルスタインが最も低いレベルで推移しましたが
（図 ３の左）、2000年代と2010年代にはジャージー
の平均近交係数の上昇が停止しそれぞれ変化量で
0.08％/年と-0.01％/年になりました。その結果、
2020年生れの平均近交係数はジャージーが最も低

く6.45％、次にホルス
タインの6 .98％でし
た。ブラウンスイスは
1990年代において最
も低く0.08％/年の変
化量を示しましたが、
2000年代には0.23％/

表 ２．�北海道と米国のホルスタイン、ジャージーおよびブラウンスイスにおける�
年代別の年当たり近交係数の変化量（％ /年）

図 ３．�北海道と米国のホルスタイン、ジャージーおよびブラウンスイス�
における平均近交係数の推移
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年、2010年代には0.12％/年の速度で上昇し2000年
代中頃にはジャージーの平均近交係数を超えまし
た。現在はブラウンスイスの平均近交係数が ３品
種の中で最も高く、2020年生れの集団で平均
8.07％を示しています。
一方、米国の ３品種を比較した場合、ジャージー

の集団は1990年以降、平均近交係数のレベルが高
く上昇速度も速い傾向を示しましたが、2000年代
には近交係数の上昇を積極的に抑制する交配が行
われた形跡が認められました（図 ３の右）。北海道
のジャージーでも近交係数の上昇停滞が見られた
時期があり、米国における現象が輸入精液等に
よって北海道にも影響した可能性があります。最近
ではゲノミック選抜をフル活用して改良に邁進し
ているホルスタインの平均近交係数が最も高くな
りました。米国における ３品種の平均近交係数を
比較すると、2020年生れの平均近交係数はブラウ
ンスイスが最も低く7.25％、次にジャージーの
8.55％、ホルスタインは8.99％でした。また、北海
道におけるブラウンスイス集団の平均近交係数は
米国のブラウンスイスよりも高い一方、ホルスタイ
ンとジャージーは米国の集団の方が高いことがわ
かりました。

ブラウンスイスは
乳タンパク質量の近交退化が高い

表 ３には北海道の ３品種における泌乳形質の近
交係数 １％上昇当たりの退化量（近交退化量）を
示しました。乳量、乳脂量およびSNF量の近交退
化量はホルスタインが最も高くそれぞれ-23.9kg�
/％、-0.95kg/％および-2.15kg/％でした。一方、乳
タンパク質量の近交退化量はブラウンスイスが最
も高く-0.91kg/％でした。乳量と乳成分量のすべて
において近交退化量が最も低い
品種はジャージーでした。乳成
分率の近交退化はホルスタイン
においてプラスになりましたが、
ジャージーやブラウンスイスは
乳量や乳成分量と同様にマイナ
スの方向を示す形質が見られま
した。また、体細胞スコアの退化
量は ３品種ともに増加が認めら
れました。

ジャージーやブラウンスイスも
遺伝的疾患が存在する

近交係数の急速な上昇は、近交退化だけでなく
様々な遺伝的疾患が発現する確率も上昇します。
多くの遺伝的疾患は劣性遺伝子が関与しているの
で、発病しなくても遺伝子を保因する個体が集団
に残ります。SNP等で遺伝子型検査をすれば当該
遺伝子の保因状況を把握できますが、ジャージー
やブラウンスイスは国内の飼養頭数が少ないこと
もあり、商業的な遺伝子型検査の体制が確立して
いません。JNS（前肢捻転を伴う神経障害）につい
てはジャージーの新しい遺伝的疾患として本誌 ４
月号でお伝えしたばかりです。
ブラウンスイスではウィーバー（ウシ進行性変性

髄膜脳症）症候群と言われる遺伝的疾患が有名で
す。この遺伝的疾患が厄介なのは初産分娩してそ
ろそろ生乳生産が開始するという頃に起立不全に
陥り淘汰せざるを得ない状況に追い込まれること
です。しかもウィーバー遺伝子は乳生産量（特に乳
量と乳脂量）に関与する遺伝子と連鎖しているた
め、この遺伝子を保因する個体が泌乳能力の改良
とともに世界中に拡散しました。その他にスパイ
ダーレッグや脊髄性筋萎縮症のようなウィーバー
と類似した症状を示す遺伝的疾患が存在し、北米
の集団では現在でもこれらの疾患遺伝子が数％の
頻度で保存されているようです。今では疾患を引
き起こす劣性遺伝子が特定されSNP検査を行えば
ハプロタイプでも同定できる疾患もありますが、国
内ではジャージー同様にブラウンスイスもSNP検
査体制が整っていないため、これら疾患遺伝子の
保因状況は把握できていません。遺伝疾患の発生
を抑制する有効な対策として、輸入精液を利用す
るならば当該遺伝子の保因の有無が判断できる精

表 ３．�北海道のホルスタイン、ジャージーおよびブラウンスイスにおける�
各泌乳形質の近交係数 １％当たりの近交退化量



6

液を供用するか、それが無理であれば近交係数の
急速な上昇を避けるような交配を行うのが有効で
す。北海道支局ではジャージーやブラウンスイスに
ついても近親交配を避けるための情報をWebで人
工授精師や酪農家に提供していますので、有効に
活用してください。

お わ り に
今回はホルスタイン以外の品種として北海道で

飼養されているジャージーとブラウンスイスの遺
伝的能力に注目してみました。 ３品種の中で最も
改良が進んでいるのはホルスタインであり、これは
日本国内で後代検定を実施している唯一の乳用品
種であることからも当然な結果と言えます。ジャー
ジーとブラウンスイスはホルスタインと比較して
泌乳能力の改良が非常にゆっくりしており、特に最
近の遺伝的トレンドで懸念されることとして、
ジャージーは乳成分量の減少、ブラウンスイスは
SCSが上昇傾向にあることです。一方、ブラウンス
イスの近交係数レベルが北米集団より高いことが

懸念されますが、ジャージーとブラウンスイスの近
交係数の上昇速度は意外とゆっくりしていること
がわかりました。ジャージーとブラウンスイスの遺
伝的改良は、集団の大きさが小さいことから近交
係数の上昇が急速にならないようにコントロール
しながら進めることが肝要です。

� （登録部改良課審査役：河原）

未経産牛GNTP上位200（2021年９月追加牛）
独立行政法人家畜改良センターから、未経産牛 1,299 頭のゲノミック評価成績の追加計算が提供されましたので、2021-8 月公表分に追加
し再度ランキングされた上位 200 相当の未経産牛を掲載します。

順位 登録番号 総合指数 名　　　号 所有者
6 1380028332 +3,698 ケネカランド GS ルビー キヤンプ ET 中標津町 株式会社　ケネカランド
10 1380028356 +3,650 ケネカランド PE ザズル ET 中標津町 株式会社　ケネカランド
23 1637809035 +3,460 シーダーハースト リレイ スヌーザー 伊達市 白土　成太郎
27 1515915186 +3,438 ストレチア HLOOP バナナ ET 雄武町 坂口　和彦
30 1451852606 +3,412 ウエダフアーム ペル ラダー ET 湧別町 株式会社　ウエダファーム
34 1402729254 +3,377 アワープライド ビゲロ プレシヤス ET 鶴居村 株式会社　植田牧場
43 1429818634 +3,336 JC スター スラムダンク バンビ 枝幸町 株式会社　J・C
47 1532323896 +3,314 ローヤル スピンドル リユー 湧別町 竹内　洋文
61 1407976615 +3,266 WHG フレク ニユージー トライミー ET 福島県 独立行政法人　家畜改良センター
70 1605805328 +3,250 デイベロツプ マスターカード リデイア 0532 美瑛町 株式会社　稲川牧場
79 1388843470 +3,217 キース キヤプテン RD AB101 ET 福岡県 藤野　和有基
81 1397630443 +3,212 BRF ラダー カルパツチヨ サラダ ET 美瑛町 株式会社　ベイリッチランドファーム
112 1605805410 +3,134 デイベロツプ マスターカード ボヤンカ 0541 美瑛町 株式会社　稲川牧場
124 1509520525 +3,113 イナパート セニヨリータ ビゲロ ET 富良野市 奥　祐樹
139 1459620108 +3,092 JC マスターカード バンビ 枝幸町 株式会社　J・C
158 1605510734 +3,062 ミツドフイールド CCM アツサーラ ET 江別市 中田　孝貴
159 1407976677 +3,061 RE パウリナ レリテイ バローズ セカンド ET 福島県 独立行政法人　家畜改良センター
190 1407967248 +3,025 エバーグリーンビユー ヒーリクス メイソン ET 福島県 植田　征道
196 1622721243 +3,020 プレミアム ザズル K ゼラス ET 福岡県 波多江　浩一
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今年度の優良雌牛オークションは、 ９月23日
の入札開始から同月末日17時を以って ８日間の
入札期間を終え、翌10月 １日午後に落札者と価
格が決定し、結果を公表いたしました。
昨年同様、実際に牛を見ることが出来ないた

め、出品者にも購買者にも入札に対する不安が
あったようですが、20頭の出品牛のうち11頭に
対して応札がありました。
トップ価格で落札されたのは、新ひだか町 

佐々木純一氏出品のアーノルド キングドツク 
ベイシクリーで、落札価格は168万円でした。父
牛はウツドクレスト キングドツク、母系（曾祖
母）は北米のショウで活躍したヤコブス ゴール
ドウイン ブリタニイ ET（EX-96）です。2nd
トップセール牛は、中標津町 久保剛氏出品の 
エクセルシア MD ミリー ET の151万円でし
た。本牛はカナダの名牛ジプシーグランドに連
なる系譜です。
このほかに落札価格100万円越えは ４ 頭で、

全落札結果は表のとおりです。� （経済部）

No.18　アーノルド キングドツク ベイシクリー
� 新ひだか町　佐々木 純一 氏 出品

No.20  エクセルシア MD ミリー ET
� 中標津町　久保 剛 氏 出品

2021 優良雌牛オークション落札結果
出品番号 名　　　　　号 生年月日 出　　品　　者 落札金額

1 DH メイク アドレス ET R03.01.01 北見市 山内　誠    900,000 
2 エステイリア ルーフアス ビスタ ユニクス ルンバ R02.12.27 広尾町 佐藤　孝一 1,200,000 
4 スウイートハート サイドキツク バレンシア ET R02.12.04 更別村 天野　洋一    730,000 
5 MW ウエツジ リラ サイドキツク プンプン ET R02.10.26 豊浦町 渡部　将聡    750,000 
7 ウインホープ ゼルーナ ET R02.09.24 江別市 浜辺　一貴 1,050,000 
9 プラスフジ ライダー メイジエイ R02.09.12 帯広市 加藤　道博    670,000 
13 リラフアーム サイドキツク リデイア R02.06.16 標茶町 熊谷　牧人    870,000 
15 TMF ヤコブス ユニクス サルバトール ロアン ET R02.05.11 清水町 有限会社　田中牧場 1,300,000 
18 アーノルド キングドツク ベイシクリー R02.03.14 新ひだか町 佐々木　純一 1,680,000 
19 レスポアール ドリーム チヤンス ハーゲン ET R01.12.04 豊富町 佐藤　道寛 1,500,000 
20 エクセルシア MD ミリー ET R01.10.26 中標津町 久保　剛 1,510,000 

2021優良雌牛オークション結果

TOP SALE

2nd TOP SALE

2021優良雌牛オークション結果

TOP SALE

2nd TOP SALE

2021優良雌牛オークション結果

TOP SALE

2nd TOP SALE
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2021年度の当組合カレンダーは歴代の94点以上
の高得点牛を掲載し広い世代から好評を博してい
ますが、若い生産者の方から「これはどういう牛？」
と聞かれることがあります。掲載されている新旧の
高得点牛には40数年ほどの期間の隔たりがあり、
写真もカラーだけではなくモノクロもあり歴史を
感じるものですが、多くの年配者は当時その牛から
受けた衝撃や感動、目標とした名牛の印象は今で
も鮮烈に残っているのではないでしょうか。

今回、それらを深掘りして、体型審査の歴史と共
にその時代に活躍した牛を来月号と２回に分けて
紹介いたします。
北海道におけるエクセレント（EX）級牛は戦前

の1936（昭和11）年に第 １号が誕生し、85年の年
月を経て令和 ２ 年度までに延べ6,600頭を数えてい
ます。令和 ２ 年度においては審査頭数29,354頭の
内、90点以上のEX級牛は184頭で全体の0.63％を占
め、近年概
ね同様の出
現率となっ
ています。

体型審査
の基準とな
る「ホルス
タイン種雌
牛 審 査 標
準」の歴史
を振り返る
と、1911（明
治44）年に
までに遡り
ます。ホル
スタイン種
の海外から
の輸入によ
り日本蘭牛
協会が創設
され、体格
登録（体型

審査）と能力登録、補助登録の規程が制定されま
した。当時、自国の審査標準は無く、輸入先の国の
ものを適用していました。そのため蘭国標準と米国
標準の ２ 種に分け（表 １）、それぞれの国からの輸
入牛及びその系統の牛に適用されていました。
1918（大正 ７ ）年、社団法人中央畜産会（CAAIJ）

が日本蘭牛協会と合併し登録事業を引き継いだ際
も審査標準は米国型、蘭国型の両標準を併用しま
した。当時の審査標準は現在でいう小区分で細分
化され、蘭国標準は10区分、米国標準においては
25の小区分でした。
現在重視している乳器に関する区分の評点は、

米国標準では26点、蘭国標準では20点の配点でし
たが、それよりも繁殖に影響があるとされる後躯の
構成部位に重きをおいた配点がなされ、生産性よ
り種畜としての増殖に重きがあったことが窺えま
す。

戦前の最高得点牛として、札幌市白石村・宇都
宮勤氏所有 ビーマン セジス ヤングルンド が1936

（昭和11）年に7-4歳で92点を獲得しましたが、米国
標準によるものでした。同年は ４ 頭、翌昭和12年に
は91点牛を含む ３ 頭のEX級牛が誕生しています。
これら戦前 ７ 頭のEX級牛は能力的にも秀でており
乳量10,000㌔を突破していました。

その後、科学や技術の進展により部位相互間の
相関や体型と能力との相関及び体型上に現れる生
理機能と生産性との関係が解明されるにつれ、 ２
種類の審査標準の適用が不合理となり、1932（昭

ビーマン セジス ヤングルンド　　　92

表 １ ．�明治44年当時のオランダとアメリカの
審査標準

（北海道のEX級牛・・・戦前から昭和編）
体型審査の歴史と時代の名牛たち

Part Ⅰ
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和17）年、当時の
登録事業を取り
扱っていた帝国
畜産会（CAAIJ）
は蘭国、米国標
準の併用を廃止
し、現在の「ホル
スタイン種雌牛
審査標準」の原
型となる ７ つの
大区分と25の小
区分からなる審
査標準を制定し
ました（表 ２ ）。
戦時下というこ
ともありこの時
代 のEX級 牛 の
誕生はありませ
んでした。

戦後、全国農
業会が解散し、
登録事業は現在
の日本ホルスタ
イン 登 録 協 会

（HCAJ）に引き
継がれました。
審査員は北海道
庁、北海道大学
の技官と酪農家

（塩野谷平蔵氏・
宇都宮勤氏：道
ホル協会正副会
長）らが中央審
査委員として行
いました。当組
合設立（昭和23
年）後は、職員が
日本ホルスタイ
ン登録協会の任命を受け審査委員として業務にあ
たっています。

昭和27～28年頃から、酪農が急速に普及・発展
し多頭化が進み、機械化によって使われ始めた搾
乳機器への適応性と長期間にわたる生産能力が期
待できるよう乳器と体積を重視し、体型を通じてそ

の生理機能を評価することに重点において1958（昭
和33）年に審査標準が改正されました（表 ３ ）。
改正後の審査標準による第 １ 号のEX級牛は、

1964（昭和39）年早来町（現安平町）・山田一英氏
の ソーンリー リフレクシヨン ベル で、戦後初の90
点を獲得しました。本牛は同年にカナダから輸入さ
れましたが、1960年のオールカナディアンに選出さ
れていた「ABC リフレクシヨン ソブリン」の直娘
牛でした。

1964（昭和39）年戦後初のEX級誕生後、昭和45
年までの ６ 年間で延べ18頭がEX級に評価されま
したが何れも輸入牛でした。1971（昭和46）年、戦
後初の国産90点牛として札幌市・宇都宮潤氏繁殖、
長沼町・（有）宇都宮牧場所有の 2  スカイラーク サ
イクロン オームスビー と江別市・町村敬貴氏繁
殖、同・町村末吉氏所有の ロベス アイデアル コー
ンフラワー がほぼ同時期に国産90点を獲得しまし
た。
２スカイラーク サイクロン オームスビー は ６ 度

の全道共進会 １等賞中、 ３ 度最高位賞に選出され
ています。また、第 ４回全共（昭和41）で優等賞、
第 ５回全共（昭和45）では経産名誉賞に輝いてい

ソーンリー リフレクシヨン ベル　　　90

２ スカイラーク サイクロン オームスビー　　90

表 ３ ．昭和33年 ４ 月改定の審査標準

表 ２．昭和17年制定の審査標準
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ます。一方、ロベス アイデアル コーンフラワー も
また、第 ４回全日本共進会の経産名誉賞牛で、1963
年道総合共進会の最高位賞、1965年にも１等賞に
入賞しています。この年初めて年間10頭のEX級牛
が誕生しました。

国産牛で前述 ２ 頭に続いたのは1973（昭和48）年
の北村・瀬能豊氏所有の ハーバート マドキヤツプ 
ラッキー で8-7歳時に90点を獲得しました。本牛も
全道共進会に ７回出品され、 ５ 度の １ 等賞入賞。
1967年には ２、 ３ 歳級クラスの部門別最高位賞に
選出されています。翌、昭和49年には早来町・池田
胖氏所有の マダム ロング アーリンダ が90点を獲
得するなど、その後国産EX級が続くようになりま
した。

国産牛で初めて「年度審査最高得点牛」になっ
たのは1975（昭和50）年の クイーン ロメオ コンケ
スト 陸別町・千野秀重氏繁殖、清水町・串田長久
氏所有で、8-10歳時（ ６ 産）に90.5点を獲得してい
ます。ちなみに、1984年に牛群審査が実施されるま
で体型得点は0.5点刻みで評価されていました。本
牛は全道共進会 ７回出品中 ５ 度の １ 等賞で1971、
72、74年の全道共進会では最高位賞に輝いていま

す。
当時の国内最高得点の94点を獲得したのは、恵

庭市・永峯教行氏所有の ドラゼルバー キヤシー ロ
ツクマン が第 １ 号でした。1973年のオールカナ
ディアン牛で1974（昭和49）年にカナダから輸入さ

れて5-3歳（ ４ 産）時の受検でした。その ３ 年後の
1977（昭和52）年には岩見沢市・今西一實氏所有
の リー グレン レーダー ロツチンバー も8-5歳（ ５
産）で94点を獲得しました。1976（昭和51）年にカ
ナダから輸入牛され、６ 歳時の年検では乳量15,183
㌔の高記録を残しています。

これまでの審査は、審査標準の得点区分に従っ
て部位ごとの得点を集計した合計で決定得点が決
まりますが、体型上の特徴は部位ごとの得率の高
低によって判断され、その牛の美点、欠点をイメー
ジする具体的表示が不足していました。それを補
うため、1976（昭和51）年から牛体の具体的特徴
を表す14の記述項目を加えて、これをチェックする
記述式審査法を開始し、それによって種雄牛評価
も可能になりました。

体型審査における比較対象として、北米では表
現上だけでなく改良上の理想のモデルとしてアイ

ロベス アイデアル コーンフラワー　90 ドラゼルバー キヤシー ロツクマン　　94

クイーン ロメオ コンケスト　　90. 5

リー グレン レーダー ロツチンバー　　94
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デアルタイプ、ツルータイプの呼び名で体型模型
が作製されていましたが、日本でも1981（昭和56）
年に日本ホルスタイン登録協会によって標準体型
として理想的な乳牛像および図が作製されました。
改良上の分かりやすい目標が設定され今日に至っ
ています。

昭和40から50年代は、加工原料乳生産者補給金
等暫定措置法制定によるいわゆる不足払い制度な
どもあり、高度経済成長に支えられて改良意欲の
高まりとともに共進会・ショウが盛んに開催され、
また北米から多くの輸入牛が導入されました。当
組合が1970（昭和45）年に輸入した種雄牛「ロー
マンデール カウント クリスタン」は乳器の改良に
顕著な実績を残し、多くのEX級牛とショウカウを
輩出し、昭和50年代は審査でもショウでも紛れもな
く「クリスタンの独壇場」でありました。高得点牛
でクリスタンの主な代表的な娘牛を上げると、1982

（昭和57）年に 国産牛初の94点を獲得した アー
ギー ローモント クリスタン は芽室町・塩崎孟氏繁
殖、同・鈴木力氏所有で10-10歳（ ６ 産）時の評価
でした。本牛は1979全道共進会 １等賞の賞歴を持

ち、娘牛は第 ７回全共（昭和56）で母系牛群優等
賞に入賞しています。1984（昭和59）年には湧別
町・福島季夫氏繁殖、奈井江町・北良治氏所有の 
ホープ スカイラーク クリスタン が12-4歳（10産）で
94点を獲得。５ 歳時90点から ５ 度のEX評価により
当時の最高得点94点に到達しました。また、1977年

から ６ 度の全道共進会 １等賞の成績を持ち1981年
の全道共進会の最高位賞牛でもあります。その他
に、93点牛では芽室町・鈴木力氏所有 ハイローン 
サイテーシヨン レツド が1985（昭和60）年に8-6歳

（ ７ 産）時に獲得しています。繁殖は北村・伊藤政
雄氏で前所有者の早来町・楠木英仁氏時には第 ７
回全日本共進会名誉賞を獲得しています。1978年
の登録規程改正により「RED」に登録の門戸が開
かれた後の最初の全共であったことから話題にな
りました。生涯 ６回の全道共進会出品で ４ 度の １
等賞入賞を果たしています。

1983（昭和58）年、音別町・青田光雄氏繁殖、東
藻琴村・楠目久定氏所有の ウインナー シユープ
リーム エスコート は7-6歳（ ６ 産）時に初めて93点
を獲得し、1985（昭和60）年の9-9歳（ ８ 産）時に
も同点再評価されています。本牛は1978（昭和53）

日本における雌牛標準体型（1981年制定） ホープ スカイラーク クリスタン　　94

アーギー ローモント クリスタン　　94

ハイローン サイテーシヨン レツド　　93
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年から ８ 年の間に道総合共進会・全道共進会に ７
回出品され ５ 度の １ 等賞入賞を果たし、1983年に
は最高位賞にも輝き、 ２ 年後の第 ８回全日本共進
会においても１等賞に入賞しています。また、自然
分娩で10頭の登録娘牛がおり、３ 頭がEX級の評価

を受けています。
1984（昭和59）年に国が乳用牛群総合改良推進

事業を打ち出し、また、生乳の生産調整を経験後
の酪農情勢下で改良は急速に能力に重きを置き始
め、各酪農家は経営規模拡大化へと進んでいまし
た。1985（昭和60）年、それまでの個体毎の改良
のみならず牛群の斉一化によるレベル向上を目的
として体型審査は個体審査から牛群審査へ移行し
ました。 １市町村 １～ ２ケ所に集畜して実施して
いた審査は牛群審査へ移行し、各受審農家を巡回
して実施されるようになりました。

翌1986（昭和61）年からは審査データを基にした
実施農家に対する情報提供の充実と種雄牛後代検
定への活用を可能にするため、審査標準はそのま
まに体型の特徴を現す記述式審査法に代えて、現
在の線形式審査法を採用しました。線形形質評価

ウインナー シユープリーム エスコート　93

北海道における年度別のエクセレントと最高得点牛　PartⅠ（戦前～1992年まで）
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は、当初アメリカのシステムを採用して １～50の評
点で評価をしていましたが、1984（昭和59）年の凍
結精液の海外からの輸入解禁により世界的に精液
が流通するようになると、国際的に統一された種雄
牛評価情報の整備が求められるようになっていま
した。

1986（昭和61）年、大樹町・島田成司氏所有の 
アイランド ベツス テルスター エル が7-1歳（ ５産）
で93点を獲得。1983年から ３ 年連続の全道共進会
１等賞、第 ８回全日本共進会（昭和60）名誉賞の
賞歴を持っています。

1988（昭和63）年、芽室町・山崎猛彦氏繁殖、清
水町・大久保巌氏所有の ヒンペル エル ワンダー 
は8-0歳（ ５産）時で93点を獲得しています。本牛
は1986年から ５ 年連続で道総合共進会・全道共進
会に出品され ３ 度の １ 等賞入賞を果たし、1987年
には現在の北海道BWにあたる北海道スプリング
ショウのチャンピオンにも輝いており、能力におい
ても９ 乳期で乳量97,078㌔の記録を残しています。

1989（平成元）年、北海道で １年間のEX級牛の
出現件数が100頭に達しました。それから ７ 年後の
1995年（平成 ７ ）年には200頭を超えるようになり、

その後は毎年200頭超で推移するようになっていま
す。
1990（平成 ２ ）年、標茶町・小泉恒男氏繁殖、由

仁町・三谷耕一氏所有 ミユーチユアル オブ クリス
トフアー は8-1歳（ ５産）で93点を獲得。1986～88、
90年で ４回の全道共進会出品中、２ 度の １等賞と、
1988（昭和63）年には経産最高賞も獲得しました。
４ 歳時には年検乳量16,657㌔の記録を持っていま
す。

８ 年振りの94点獲得牛は1992（平成 ４ ）年、帯
広市・古田栄三氏繁殖、同・吉川広司氏所有の ス
カイブルー ブラツク ミステイ で6-10歳（ ５産）時
に獲得しています。本牛は1991年全道共進会 １等
賞、翌92年の全道BWでグランドチャンピオンを獲
得後、千葉県に移動されています。

� 次号へ続く‥・
� 【2021.8　審査部審査役　小泉】

（写真提供　㈱ホルスタインマガジン社＆デーリィマン社）

アイランド ベツス テルスター エル　　93

ミユーチユアル オブ クリストフアー　　93

ヒンペル エル ワンダー　　　　　93

スカイブルー ブラツク ミステイ　　94
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長引くコロナ禍において、家庭内感染による学
級や保育園等の閉鎖も発生していた中でワクチン
接種が進み、10月に入りひとまず緊急事態宣言が
解除され、経済活動が活性化しつつあります。
当組合でも当

初計画していた
一部の事業が中
止に至りました

（本誌 ９ 月号掲
載）。そのような
中ではあります
が、コロナ感染防止対策を講じた中で、 ９ 月13日

（月）HOLSTEIN BLDG 2  階に入居している認可
保育所「ピッコロ子ども倶楽部北大前保育所」の
16名の年長さん、年中さんに食育交流の一環とし
て芋掘りとバター作りを体験してもらいました。

収穫するジャガイモ
は、本誌でもたび

たび掲載して
いる ４ 階園庭
の一画にある

「菜園」で栽培し
たものです。昨年は雨

天だったため残念ながら中止となってしまいまし
たが、今年は園児の願いが届き雨雲は札幌を通ら
ず予定通りに体験ができました。畝に沿って土を
掘っていくと、『お芋あった！』『大きいのを見つけ
た！』『雪だるまみたいな形もあるよ』とジャガイ
モを自分で掘り出して、スーパーなどではあまり見
慣れない形をしたジャガイモを見て大喜びでした。
続いては、３階JHBS大会議室に移動し、バター

作り体験です。ペットボトルに生クリームと牛乳を
入れて一生懸命に振り続けること数分…バターの

塊ができて大
喜びです。お
皿に移し水分
を出すために
何度か練り、
持ち帰り用の

容器に移して無事に完成
しました。使用したス
プーンに付いたバ
ターを少しだけ試食
すると『美味しい！』
との言葉に、お手伝い
した職員は一安心しまし
た。出来上がったバターは約30g程でしたので、ご
家族の方にも召し上がっていただくため、当日の朝
に職員が同じ方法で作ったバターを追加して渡し
ました。

昨年は、蒸かし
たてのジャガイモ
に手作りバターを
のせて食べ、さら
にジャガイモ入り
のカレーライスを
園児たちと一緒に
いただきました
が、今年は感染防止対策として昼食交流会は実施
しませんでした。しかしながら、園児の喜びの顔、
驚きの顔、一生懸命な顔を見ることができ、この交

流を通じて園
児が今後大人
になっていく
中で、「食」に
ついて「育」ん
でくれるきっ

かけに少しでもなってくれれば嬉しく思います。そ
して牛乳をもっと好きになってもらえるように来
年以降も体験交流を実施していければと思ってお
ります。� （総務部）

ピッコロ子ども倶楽部との

芋掘り・バター手作り体験食育レ
ポート
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先日、コロナワクチンの ２回目接種をやっと終え
ました。当組合のほとんどの職員は既に職域接種
等で終えていますが、私の住む自治体はワクチン
の割り当てが少なかったためか、札幌市内に住む
職員より１ヵ月以上の遅れとなりました。
ご存知のとおり日本のコロナワクチンの開発・生

産は海外より遅れているため、海外製に頼らざるを
得ない状況となりました。さらに、コロナワクチン
は各国の外交手段となり、日本国内で必要数を確
保するのに時間を要しました。当時の某担当大臣
は「コロナワクチンを日本に供給するため交渉の
カードとして使った」と語っていましたが、そもそ
も日本には手持ちのカードは無く、相手の主張を認

めるしかなかった感があります。ワクチンを輸入に
頼る政策では今回のような有事の場合、日本の社
会構造が脆弱であると思いました。
コロナ禍で見えたものはワクチンだけではあり

ません。日本の経済を支える自動車産業は生産コ
ストの削減のため部品生産を海外に移していきま
したが、部品生産国でもコロナ禍で減産となり、そ
の影響で日本国内の生産工場は減産・停止となりま
した。

酪農業界でも飼料や肥料をはじめ生産機材も海
外製品が多く、精液も輸入精液の割合が ６ 割を占
めている状況です。一時的な利便性やコスト安か
ら生産に影響する資源や技術を海外に依存し続け
ることは、交渉のカードを相手に渡しているような
気がしてなりません。� （Y.F）


